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K

を
割
い
‘

て
.0

^

る
0 '
バ

r

以
上
を
以
て
本
書
の
大
綱
を
紹
し
了
へ
れ
攀
紫
は 

兹
に
譯
文
に
就
い
.やT

言
を
費
ず
が
至
‘寧
で
あ
ら
う
。
 

唯
筆
紫
は
梭
正
に
當CV

て

多

少

れ

：
助

力

を

爲

し 

あ
る
か
ら
て

^
特じ

！
！

僻
.を
述
ぺ
る
こ
ビ
は
：

へ
- 

る 

0 

^
0
1

晝
自
®
ご
解
せ
、ら
る
> 
を
避
け
た
い
か
ら
で
あ
：
 

る
。
成
は
多
少
直
譯
的
に
過
ぎ
る
'ざ
思
は
る
、所
不 

«
な

職

も

な

い

；
で
％
^
い̂

が

、
...其

れ

は

譯

者

の

歸

朝

の

一 

日

れ

待S

ノ

こ

を

、
し

や

う

。
.犬
‘
®
に
於
.
‘い
で
，

易

な

文 

.

以
で
原
夢
の
意
.
傳̂
へ
化
^
 

S
いW

特
'に本

！！

 

11: の

償
値
.
^
:

of

出
，-
ホ̂
€
於
賊
来
ゃ
パ
V
.
, 

: 

?

.
旣

に

譯

者

か

其

：序

文

'に
於
い
‘で
述f

て
ゐ
な
や
う
！
 ̂

涼
著
は
勿
論
今
日
^

於
い
て
，

i

多

少

於

Y

さ
ま
或
，

.は

異

説

新

説

も

#

い

で

は

f

い
.
が
、
尙

依

然

英

國

雜

瓶 

あW

し
，
て
，
權

威

あ

Iる
も
の
た
る
こ
ご
を
失
は
な
い
。
' 史
：
 

'學S

究
0
:路
喪
雞
.
♦
'
盛
に
唱
道
梵
ら
る
ぐ
に
當
ウ
て
、
：.，
 

禁

紫

ぱ

此

考

輩

のI
I

出
だ
紹
％
1
得
た> J

ど
を
欣 

ぶ
€
同
時§

1
f

卷
め
譯
了 

早
，

S?

ら
ん，

?

M

0

 

し
> 
以
て
§

史
及
學
究
の
士
に
欺
て
推
獎
す
る
. 

，次
第
で
あ
ざ
0 

-

舞
ヤ
號

j, 
ニ
五


